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雨
の
多
い
梅
雨
で
、
台
風
も
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
７
月

か
ら
９
月
ま
で
は
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
暑
さ
対
策
に
は
水
を
飲
ん
で
汗

を
か
く
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
高
齢
者
は
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
と
し
て
水
を
あ
ま

り
飲
ま
ず
に
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
多
い
様
で
す
。
ま
た
、
血
圧
対
策
と
し
て
塩

分
摂
取
が
少
な
い
方
も
多
く
、
塩
分
不
足
で
体
調
を
崩
す
よ
う
で
す
。
冷
た
い
飲

み
物
や
食
べ
物
は
お
腹
を
冷
や
し
て
胃
腸
の
調
子
を
悪
く
し
ま
す
。 

本
当
は
エ
ア
コ
ン
な
ど
使
わ
ず
に
、
涼
し
い
朝
夕
に
散
歩
で
も
し
て
体
調
を
整

え
た
ら
良
い
の
で
す
が
、
最
近
の
猛
暑
で
は
、
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
エ
ア
コ
ン

の
使
用
は
猛
暑
で
は
必
須
な
こ
と
で
す
。
た
だ
、
汗
を
か
い
た
り
血
管
を
収
縮
や

拡
張
さ
せ
る
自
律
神
経
が
機
能
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
て
、
体
温
調
節
が
鈍
く
な
っ

て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
高
齢
者
が
歩
い
た
り
、
運
動
し
た
り
、
お
風
呂
に

入
る
の
を
面
倒
く
さ
が
っ
た
り
す
る
と
、
体
温
調
節
機
能
が
急
激
に
衰
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
体
力
が
衰
え
る
と
、
そ
れ
を
指
摘
さ
れ
て
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
無
理
を
す
る
と
体
調
を
崩
し
ま
す
。 

家
族
や
人
に
相
談
し
た
り
、
助
け
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が
不
得
意
な
方
は
、

男
性
に
多
い
よ
う
で
す
。
デ
イ
ケ
ア
に
通
い
始
め
て
健
康
を
取
り
戻
す
人
も
お
り

ま
す
。
経
済
的
、
社
会
的
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
我
慢
を
し
て
い
る
人
も

お
り
ま
す
。
却
っ
て
、
身
体
を
崩
し
、
お
金
が
掛
か
っ
た
り
、
面
倒
な
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。 

千
葉
市
な
ら
ば
、「
あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
私
の
兄

の
介
護
に
つ
い
て
多
く
の
助
け
を
得
ま
し
た
。
義
姉
は
、
そ
の
職
員
に
相
談
す
る

こ
と
を
嫌
っ
て
、
身
体
を
壊
し
体
調
を
崩
し
て
急
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
突
然

の
こ
と
で
落
胆
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
兄
も
体
調
を
崩
し
て
、
あ
と
２
年
く
ら

い
の
命
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
入
所
し
て
い
る
施
設
の
ケ
ア
が
良
く
て
す
っ
か
り

体
調
を
回
復
し
、「
あ
と
１
０
年
は
生
き
る
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

高
齢
に
な
る
と
急
に
体
調
を
崩
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
我
慢
す
る
習
性

や
頑
固
に
な
っ
て
い
て
対
応
が
遅
れ
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
経
済
的
な
不
安

も
あ
る
よ
う
で
す
。
な
ん
で
も
お
金
の
か
か
る
時
代
で
す
が
、
公
的
機
関
に
相
談

す
る
の
も
大
事
で
す
。
兄
も
体
調
を
崩
し
た
時
に
は
文
字
も
書
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
高
齢
者
は
あ
ら
か
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
ね
。
家
族
と
も
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
長 

柏
崎
久
雄 

    

＊ 

感
染
症
の
治
療
で
来
院
さ
れ
た
方
は
、
院
内
に
入
る
前
に
マ
ス
ク
を
付
け
、
入

り
口
に
置
い
て
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
薬
で
手
を
十
分
に
殺
菌
し
て
く
だ
さ

い
。
周
り
の
人
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。
ト
イ
レ
は
待
合
室
毎
に
指
定
の
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

＊ 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
は
マ
イ
ナ
保
険
証
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
資
格
確
認
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

＊ 

当
院
で
は
発
熱
外
来
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
午
前
は
１
０
時
～
１
１
時
、
午
後

は
１
４
時
～
１
５
時
１
０
分
ま
で
で
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
通
常
診
察
は
こ

の
時
間
も
並
行
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。 

＊ 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
６
５
歳
）
、
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
（
５
０
歳
以

上
）
、
お
た
ふ
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
１
歳
児
・
年
長
児
）
の
方
に
、
接
種
費
用

の
一
部
補
助
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

＊ 

病
児
保
育
は
、
他
院
で
受
診
し
て
も
、
当
院
院
長
の
診
察
を
必
須
条
件
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
い
る
場
合
に
は
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

＊ 

８
月
１
１
日
（
火
）
か
ら
１
６
日
（
日
）
は
夏
季
休
診
と
な
り
ま
す
。
病
児
保

育
ノ
ア
も
㈱
ヨ
ー
ゼ
フ
も
同
様
で
す
。 

＊ 

提
携
外
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利
用
の
方
は
、
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
お
時
間
に
応
じ
て
最
大
４
０
０
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
（
ナ
ビ
パ
ー
ク
満

車
時
に
限
り
ま
す
）
。 

    

聖書を読む会 7/14（火）13：40～   

ヨーゼフのキャンペーン 

ミセルコエンザイムＱ10 
7月 1日(水)～8月 7日(金) 

アミノコンプリート、BCAA、グル
タミン、イノシトール B3 

7月 1日(水)～9月 9日(水) 
 

感染症で受診される方へ 
発熱やくしゃみ・咳症状のある

方、水ぼうそう等伝染性疾患のこ
どもの方は、入口、待合室・診察
室、 会計の流れが異なります。 

★ 入口  

正面入口横の中央通路の 

インターホンを押してください。  

★ 待合室・診察室 

２階の、第二待合室です。  

★ 会計 

疾患によっては、廊下会計となる

場合があります。 

マリヤ･クリニック･ニュース

https://mariyaclinic.com/
mailto:info@mariyaclinic.com


 

 

＜ 老後の経済について ＞ 

 年金生活に入ってから経済的に支障が出てきて、しばらくすると破綻してしまう高齢者が多く

なっているようです。破綻原因としては、財産管理と将来の支出予測が十分でなく、健康管理も

若い時の自分の状態に過信していることがあると思われます。しかし、特別なことがなければ、

ふつうは破綻するものではありません。実は、恐れや欲望が経済的な破綻をもたらします。老後

に大儲けしようと考えてはいけませんし、子孫に金を残そうとする必要もありません。まして、

ギャンブル、異性、娯楽には年甲斐もなく惑わされないようにしましょう。 

Ａ 年金について 

１． 年金収入 

  老齢年金受給権者の厚生年金の平均年金月額は2024年では65歳で149,862円です。 

  月々の「年金（基本月額）」と「給与・賞与（総報酬月額相当額）」の合計が月額65万円を

超えると、超えた分の半額の年金が支給停止（減額）されます。 

２． 年金からの控除（年金振込額から控除されます。） 

① 税金  毎年6月に課税の明細書が届きます。 

所得税 年間110万円を超える年金収入があると課税されます。 

地方税 市民税、県民税、森林環境税 

② 介護保険料 

    本人の所得額により13の段階があり、市民税非課税でも年21,546円支払います。 

    合計所得80万円未満で年83,160円の支払いです。 

③ 国民健康保険料（75歳未満）、または後期高齢者医療保険料（75歳以上） 

   （75歳未満の在職者は給与から控除されます。） 

 ※ 年金を月14万5,000円もらえる方の手取りの年金額（控除後の金額）は13万2,247円（75歳

未満）・13万3,484円（75歳以上）だそうです。 

・ 年金は、２階建てになっており、１階部分は基礎年金として国民年金部分です。２０歳から６

０歳未満の日本国内に居住する全ての人が加入することになっています。全期間（480カ月）納

付した場合に満額の老齢基礎年金を受け取れます（2026年で70,608円）。扶養されている厚生

年金の配偶者もこの基礎年金を支払っていることになります。 

・ 年金の２階部分は、厚生年金と言い、会社員や公務員、またパートタイマーなどで働き一定
の要件を満たす人が、国民年金に上乗せで加入します。保険料は収入に応じて決定されま
す。受給額は加入期間や納付した保険料によって個人差が生じます 

※ 夫婦二人分の老齢基礎年金を含む標準的な年金額は2026年で237,279円だそうです。 

Ｂ 年金以外の収入 

１． 国民年金基金 

国民年金基金は、主に自営業やフリーランスといった国民年金第1号被保険者が、老齢基
礎年金に上乗せして受給できる公的な個人年金制度です。掛金は全額が社会保険料控除の対
象となるため、高い節税効果を得ながら将来の年金を増やすことができます。 

 ・終身年金が基本： 65歳（一部確定年金もあり）から生涯にわたって年金を受け取れます。 

・手厚い税制優遇： 支払った掛金は全額が「社会保険料控除」となるため、所得税および住民

税の負担を軽減できます。 

・遺族への一時金： 万が一、年金受取前などに亡くなった場合は、遺族一時金が支給されます

（掛け捨てにはなりません）。 

・プランを自由に設計可能： 自身のライフスタイルや予算に合わせて口数や受給タイプを選択

できます。 

※ 途中解約はできません。掛金の減額はできます。受給額が決められているため、物価上昇に
対して、目減りがあり得ます。 

２．iDeCo(イデコ・個人型確定拠出年金) 

   自分が拠出した掛金を、自分で運用し、資産を形成する年金制度です。掛金は65歳になる



 

 

まで拠出可能であり、60歳以降に老齢給付金を受け取ることができます。 

① iDeCoの「第１号加入者」 

    20歳以上60歳未満の自営業者とその家族、フリーランス、学生の方です。拠出限度額は

国民年金基金と合わせ、月額6.8万円です。 

② iDeCoの「第２号加入者」 

    会社員や公務員等の厚生年金の被保険者の方です。拠出限度額は月額2～2.3万円です。 

   ※ お勤め先で企業型確定拠出年金に加入している方で、事業主掛金を各月単位ではな

く、年単位で拠出している方は加入できません。 

③ iDeCoの「第３号加入者」 

    国民年金の第２号被保険者に扶養されている20歳以上60歳未満の配偶者の方です。拠出

限度額は月額2.3万円です。 

④ iDeCoの「第４号加入者」 

    60歳以上65歳未満の方、または、20歳以上65歳未満の海外居住者の方で、国民年金の保

険料の納付済期間が480月に達していない方。 

・ iDeCoは月々5,000円から始められ、掛金額を1,000円単位で自由に設定できます。 

・ 資金に余裕のない方でも、ご自身のライフスタイルに合わせた無理のない負担で老後に備え
ることができます。 

・ 掛金の拠出を1年の単位で考え、加入者が年1回以上任意に決めた月にまとめて拠出（月別指
定（年単位）拠出）することもできます。  

・ iDeCoはご自分で申し込み、掛金を拠出し、ご自分で運用方法を選んで掛金を運用します。 
掛金とその運用益との合計額を給付として受け取ることができます。 

・ iDeCoでは、掛金、運用益、そして給付を受け取るときに、税制上の優遇措置が講じられて
います。 

・ 原則として60歳にならないと個人別管理資産(拠出した掛金とその運用益）を引き出すこと
ができません。 

・ iDeCo加入者等が一定以上の障害状態になった場合や加入者等が死亡した場合は、60歳前で
も、障害給付金や死亡一時金を受給できます。 

・ 確定拠出年金は、将来、受け取れる額があらかじめ確定しているわけではありません。 

・ 資産の運用はご自身の責任で行われ、受け取る額は運用成績により変動します。 

・ 運用商品の中には、元本が保証されていないものもあります。 

・ 手数料がかかります。 

・ 所得控除は、本人の所得からのみ控除されます。 

３．個人年金 

   個人年金は、公的年金に上乗せして老後資金を準備するための私的年金制度です。自身で

保険会社などに積み立て（掛金を支払う）、60歳や65歳などの一定年齢から年金形式（また

は一括）で受け取ることができます。 

・ 「個人年金保険料控除」を利用することで、所得税や住民税の負担を軽減する節税効果があ
ります。 

・ 途中で解約すると元本割れ（支払った保険料より戻ってくる金額が少なくなる）のリスクが
高いです。 

① 確定年金とは、生死にかかわらず、契約時に決めた一定期間年金が受け取れる保険です。
年金受取開始後に被保険者が亡くなった場合は、遺族に残りの年金または一時金が支払わ
れます。 

② 有期年金とは、生存している限り、契約時に決めた一定期間年金が受け取れる保険です。
年金受取開始後に被保険者が亡くなった場合、遺族に年金は支払われません。ただし、生
死にかかわらず一定期間年金が受け取れる保証期間付きのものもあります。 

③ 終身年金は、生存している限り年金が受け取れる保険です。年金受取開始後に被保険者が
亡くなった場合、遺族に年金は支払われません。ただし、生死にかかわらず一定期間年金
が受け取れる保証期間付きのものもあります。 

Ｃ 退職金とアルバイト等 



 

 

１．退職金 

   退職金には税制優遇が大きく、下のように退職金控除は非常に大きくなります。 

・ 勤続年数20年以下：40万円×勤続年数（※最低80万円） 

・ 勤続年数20年超：800万円+70万円× (勤続年数-20年) 

   退職金から退職金控除を引き、更にその1/2に所得税率を引き、速算控除額を引いて税額が

算出されます。勤続年数が40年であれば、退職金2200万円以下で非課税となります。 

   これを年金として分割して受け取ると雑所得となり、他の年金と合計して所得税等が課せ

られます。そして、社会保険の負担も所得が増えることによって加算されます。 

２．失業手当 

   退職後、転職活動を続けながらアルバイトをしても、条件を満たせば失業手当（失業保

険）を受け取れる場合があります。しかし、週の労働時間が20時間以上だと受給資格が失わ

れます。 

３．アルバイト 

厚生年金に加入して働きながら年金を受け取る場合、「年金の月額」＋「月給・賞与（12

分割）」の合計が65万円（支給停止調整額）を超えると、超えた金額の半分だけ老齢厚生年

金が減額されます。 

Ｄ 金融商品 

１．株式 

   株式には、配当金や株主優待、そして株価の値上がりによる利益があります。しかし、高

齢者がそれを収入の源とするのは危険です。財産の2割以下に抑えておいた方が安全です。 

２．ＮＩＳＡ、投資信託 

NISA（少額投資非課税制度）とは、通常であれば約20.315％かかる投資の利益（売却益や

配当金）が非課税になる国の優遇制度です。生涯で最大1,800万円まで投資可能で、非課税期

間が無期限化されたことで長期の資産形成に活用されています。 

損失した場合の補償はないので、深入りしない方が良いでしょう。財産の2割が限度です。 

３．金銀宝石 

 ① 金には利息も保証もありません。しかし、「有事の金」と言われ、戦争やテロ、大規模な

経済危機などの非常事態が起きた際に、「安全資産」として金（ゴールド）が買われ、価格

が上昇する現象や投資の格言を指します。余裕のある資金は、金購入がお勧めです。 

 ② 銀、プラチナ、宝石は、余程の金持ち以外はお勧めできません。 

Ｅ 不動産 

１． 宅地 

 土地があるならばアパートなどを建てて、賃貸収入を得ることができるでしょうし、相続
税なども有利になるでしょう。しかし、土地まで借金して建てると破産するでしょう。 

２． 山・畑 

   最近では、山や畑は管理が費用や手間などから難しく、負動産とも言われています。売却

できるならば、しておいたほうが良いでしょう。 

 高齢者に向けて多くの勧誘があります。親しくされて心を許し、お金を預けてしまわないよう

に。老後は、蓄財や金儲けには縁がないと考えておいたほうが平穏な生活を過ごせるでしょう。 

 

≪ 診 療 時 間 ≫ 
 月曜～金曜（午前 8 時 30 分～11 時 30 分、午後 2 時～5 時） 
 土曜    （午前 8 時 30 分～11 時 30 分、午後 2 時～4 時 30 分）   

休診日  木曜、日曜、祝日、年末年始             
・各種健康保険取扱機関 ・生活保護指定機関 ・介護保険取扱機関   
・特定疾患取扱機関  ・結核予防法指定機関 ・自立支援医療機関  
・身体障害者認定医 ・各種健康診断 ・小中台小学校校医    （携帯サイトへ） 
・栄養医学(分子整合医学)                              


